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水道水質に対する市畏の意識檎遣に関する検討
Analysis of the Conscious Structure for Tap Water Quality of Customers 

京都大学石本知子伊藤員彦

Kyoto Univ. Tomoko ISH品10TOラS必d註koITOU

1 はじめに

水道は都市活動を支える重要なライフラインの1つであり、常に安定供給が求められるが、近年は景気の

低迷や節水意識の浸透等により水需要が減少する一方、大規模な施設更新時期の到来が予定されているなど、

水道事業の経営環境は決して楽観視できない状況である。

このような状況の中、今後、持続的に事業を実施していくためには、施設整備やその他の方策について、

どのような優先頗位でどのような手法で実施していくのかについて、市民の合意を得ながら進めていく必要

がある。このためには、市民が水道に関心を持ち、その重要性を認識することが必要であるが、ミネラルウ

ォーターの台頭や浄水器の普及により、水道水の言判亜が相対的に低下している現荘、市民の水道に対する意

識はむしろ希薄になりつつある。こうした状況の中、水道に対する市民意識を変容・転換していくためには、

まず現在の市民の水道の評価に影響する悶子を特定するとともに、その意識構造を把握することが重要であ

る。

本文では、国子分析、及び共分散構造分析の手法を用いて、水道に対する意識構造の構成要素とその影響

度を評価した。

2. 意識調査の探要

本研究では、水道システム及び、ミネラルウォーター、浄水器など

様々な形態の飲料水に関する意識を把握するため、大板市水道局が

平成 19年度に実施したインターネットアンケート諦査の結果を分

析対象とした。

本調査は関西圏(2府4県)に在住する 15歳以上の男女を対象に、

2008年2月213から 5日の開に、民間のインターネット調査システ

ムを利用して実施されたもので、 600人から回答を得た。調査項目

は表 1に示す15項目で、内、 4"-'13の項目については、 5段措で

の評価を求めるものであり、これらの結果を中心に分析を行った。

3. 調査結果の分析

( 1 )飲用水としての満足度に対する各憂国の影響評鏑

水道水の満足度に対する各要因の影響を課べるために、

数量化立類分析によって、飲用水としての満足度に対する

各項目の寄与について評価を行った。

飲用水としての満足度に対して、「おいしさJ、f安全性j、

「価格Jの項目別満足度の影響について分析を行った結果

を表-2に示す。 fおいしさJの影響が最も大きく、次いで

f安全性jで、円高格」の影響は最も小さかった。

水道プロセスの言軒面結果を表ー3に示す。満足度に最も大

きく影響しているのは、浄水処理であり、次いで、富岡℃管、

表-1調査項目

1.自宅で飲用する欽み物

2.氷を飲む場面

3.1日浅たりに飲む氷の畳

4.水道水をそのまま飲むことに関する考え

5.水道をそのまま飲むことに関する抵抗感

6.浄水器の評価

7.ミネラルウォーターの評価

8.氷道水の用途別満足度

9.水道水の飲用水としての満足度

10.水道プロセスに関する満足度

11.水質への安心度・満足度

12.水道局の取組、職員等の印象

13.水質情報への接触綴度

14.水道プロセス、及び水道局への婆望穏度

15.マスコミ提供情報への僑穎感

表-2数量化豆類分析結果(項目別満足農)

現段 カテゴリー スコア レンジ 領宇E関係数

とても溺足 -2，973 

やや;溺足 -0，524 

おいしさ

ιしi一ど点ちとてら主も~主本も道なj議一l，'一… 
0，056 3，858 

0，543 

0，885 

とやてやも潟潟足足 --00.61516 6 

安全性 どちらでもない 0，072 0，897 0，240 

やや不潟 0，241 

とても不溺 0，206 

とても潟足 -0，053 

やや潟足 -0.092 

価格 どちやらやで不も溺ない
0，017 0.151 0，080 

0，059 

とても不満 0，030 

相関比 η2 0，733 
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水源の影響が大きく、給水管や受水槽の衛生状態、水質管

理については、影響は小さかった。

また、水道水質に関する評価については、カルキ臭の影

響が非常に大きかった。水道局、及明議員の評価について

は、「馬に対する信頼」の容与が最も大きく、次いで「職

員に対する信頼」が続き、それ以外の項目については、比

較的寄与は小さかった。

以上のように、水道プロセスや水道水質など水道側の要

器としては、「水源」、「浄水処理J、「匡e71<管の衛生状態J、

「カルキ臭j、「水道局への信頼Jなどが影響していること

が確認された。

一方、ライブスタイルとの帯離や付加価鑑、おしゃれ感

健康意識など、ライフスタイノレや社会の変化などに起

因する意識変化の要因の影響については、「健藤に良いj

という評価の寄与が最も大きかった。

表-3数量化立類分析結果(水道プロセス)

項闘 j カテゴリー i スコア i レンジ li藤裕際係数

水源 iどちらとも震えない -0.2388 I 1.949 0.217 

浄水処王室 iどちらとも脅えない 0.3839 I 2.891 0.573 

2.017 0.250 

0.666 0.115 

0.860 0.116 

水質管理 。182
(2)瀧菌予の議定 j ト官諾什V i i 
次に、水道水飲用に対する意識構造を推定する準備とし j i 概比 η2 0削 I
て、こうした各種要理の背後に柄生する潜在悶子を測定するために、水道側の要因と思われる15項目に対し

て、因子分析を行った。菌子負荷量の推定は、共通性の初期値として重相関係数の2乗squaredmultiple 

∞rrelation SWCを用いた主因子法で行った。因子数は因子の解釈の可能性も考慮し、 6因子とし、斜交回転の
1種であるプロマックス回転を仔い、国子抽出を行ったO プロマックス回転後の菌子パターンを表4に示す。

第l因子は「有害化学物質の栴主に対する不安J、「有鶴設生物の柄主に対する不安jに対して負荷量が高く、

「健康不安jに関する因子とした。第2因子は「水道局への信頼J、f水道局職員への信頼j、「水質向上への取

り組み評価jに対して負荷量が高いことから、 f水道への信頼Jに関する因子とした。第3因子は「受水槽の

衛生状態に対する不安J、「給水管の衛生状態に対する不満Jに対して負荷量が高いことから、「給水装置jに

表-4因子パターン行911

I員自 第1臨子 第2因子 第3罰子 第4菌子 第51ZS]子 第6宙子

有害化学物費の存在に対する不安 0.932 0.001 0.014 0.010 0.048 -0.030 

有害微生物の存在に対する不安 0.935 0.020 -0.002 0.009 -0.028 0.044 

水道局への信頼 0.080 0.841 一0.039 0.004 0.005 0.051 

水道局職員の信頼 一0.012 0.766 0.103 0.151 0.004 -0.147 

水道局の水質向上への取り組み評髄 一0.038 0.634 -0β95 0.042 0.021 0.204 

受水槽の衛生状態に対する不安 0.013 -0.037 0.917 0.001 一0.023 -0.015 

給水管の衛生状態に対する不安 -0.003 0.006 0:902 一0.039 0.029 0.004 

情報提供内容に対する不満 0.009 0.018 -0.003 な901 -0.005 -0.020 

情報提供牽に対する不満 0.012 0.058 一0.005 。刻871 0.000 0.018 

同|塩ル素キ消呉議へへのの不不満満
0.277 0.066 0.040 一O“006 0.598 0.021 

0.336 0.034 -0.003 -0.006 0.583 0.019 

浄水処理への不満 0.105 0.271 -0.018 -0.034 
-00..00715 3 

0.588 

水質管理への不満 0.123 0.381 0.084 一0.015 0.440 

7.ki震のきれいさに対する不満 0.077 一0.007 0.180 0.212 0.181 0.077 

配水管の衛生状態に対する不満 0.078 0.084 0.395 0.083 0.000 0.356 
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関する因子とした。第4因子は「情報提供内容に対する不満J、f情報量に対する不満jに対して負荷量が高い

ことから、「情報提供Jに関する因子とした。第5昌子は「カルキ臭に対する不満J、f塩素消審に対する不満J

に負荷量が高いことから、「カルキ臭Jに関する因子とした。第6因子は「浄水処理に関する不満J、「水質管

理に対する不満Jに負荷量が高いことから、「水道水質管理Jに関する因子とした。

(3)水道水に対する議議構造の分析

(1)の数量化E類分析、及び (2)の潜在因子の測定結果をもとに、共分散構造分析により、市民の水

道水に対する意謝審造の分析を行った。結果を図-1に示す。なお、 (1)、(2)の分析において、飲用水とし

ての満足度に対する影響が少ないことが確認された項目については、分析対象から除外した。モデルの適合

度については、 GFI=0.873、RMSEA=O.115であり、モデ、ルの適合性は概ね良好で、あることが示された。

「安全性に対する満足度Jに対し

ては、「水道水質管理J国子が非常

に強く影響しており、「水道水への

信頼J因子、「カルキ臭J菌子も弱

い影響があったO 一方、「おいしさ

に対する満足度Jに対しては、「安

全性に対する満足度j、「カルキ臭J

因子が影響していた。各国子の飲用

水の満足度に影響の程度を比較す

ると、「水道水質管理J因子の影響

が最も大きく、「健康不安J

図一1 飲用水の満足農に対する意識構造(GRコ0.873.RMSEAご0.115)

「情報提供J閤子、「カルキ臭J因子も比較的大きな寄与があったが、「水

道に対する信頼因子Jについては、寄与は小さかった。水道側の要因以外で飲用水の満足度に影響を及ぼす

因子については、 f健康によいjという項自に対する評価が若干の寄与を示したものの、水道側の要霞の寄与

が大部分を市めることが確認された。

(4) 

水道水の飲用水としての満足度に影響する水道側、及び水道以外の要悶について、数量化E類分析、理子

分析を行い、それに基づき、飲用水としての満足度に対する意請財響遣について分析を行った。

その結果、飲用水として、水道水に対する満足度を規定する要因としては、「安全性Jよりも「おいしさj

が大きく寄与していること、また、水道プロセスにおける規定要因としては、浄水処理や水質管理などの「水

道水質管理jが大きく寄与しており、従来、水道に対する不満の主要因とされてきた「給水装置Jに関して

は寄与がほとんどないこと、水道水質に関しては、有害物質等の f健藤不安」因子、及び「カルキ臭J因子

の影響が大きく、これら全ての要因に対して、「情報提供J国子が影響を及ぼしていることを確認した。さら

に、水道以外の要因として、ライブスタイルとの帯離や付加価値、おしゃれ感等、健康意識についても、分

析を行ったが、これらの影響は小さく、水道水の満足度を規定するのは、水道側の要因がほとんどであるこ

とが確認された。

これまでも、水道水の満足度や評価に影響する要因について研究が行われている。 Suffet1)らは消費者が

水道水質に不満を抱く主な要因は塩素による異臭味の認知であると報告している。 Macker)らは、水道水の

味や臭気については、必ずしも水道水質に対する信頼性の低下には結びつかないが、水道水の味に関して否

定的な意見を持たない消費者は、異臭味を感じている消費者よりも、水道水質についてもより肯定的な評価

をする傾向にあると報告している。また、日igue13)は水道水質の認知に関する過去の様々な報告についてレ

ビューを行い、水道水の評価に対しては、主に、味、におい、色、濁りなどの感覚的な情報が影響しており、
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中でも味が大きく影響していたと報告している。本分析においても、「おいしさJが水道水の満足度の規定要

因として大きく影響しており、「カルキ臭jも一定の影響を及ぼしていることを確認した。従来、水道事業体

では、安全な水道水のf共給を目標とした水質管理が実施されており、特に塩素禅毒が水道法で義務付けられ

ている日本においては、塩素による異臭味については、あまり問題とされてこなかった。しかし、現庄、ミ

ネラルウォーターや浄水器の台頭により、市民の水道水に対する意識が高まる中、安全性に立脚したおいし

さが求められており、塩素消毒による異臭味の改善が水道水に対する満足度向上に大きく寄与するものと考

えられる。

また、今回の分析では、情報提供も水道プロセスや水道水質などの各国子に影響することが暁らかとなっ

ており、技術的な取り組みだけでなく、ソフト面の取り組みとして、適切な情報提供を行っていくことで、

水道水の満足度舟上が期待で、きることが示唆された。

4.まとめ

本文では、数量化E類分析や、因子分析、共分散分析などの多変艶勃庁手法を用いて、飲用水としての満

足度に対する意識構造について分析を行った。

本文で得られた知見を以下に示す。

1. 飲用水として、水道水に対する満足度を規定する要悶としては、「安全性Jよりも「おいしさjが大き

く寄与していた。

2. 水道ブ。ロセスで、の満足度の規定要因としては、浄水処理や水質管理などの「水道水質管理jが大きく

与しており、従来、水道に対する不満の主要因とされてきた「給水装置Jに関しては寄与がほとんどな

かった、

3. 水道水質に慢しては、有害物質等の「健康不安j国子、及び「カルキ臭j園子の影響が大きかった0

4. また、先に述べた水道頓.IJの全ての要因に対して、「情報提供J因子が影響を及ぼしていた。

5. 水道以外の要因として、ライブスタイルとの事離や付加価値、おしゃれ感等、健康意識についても、分

析を行ったが、これらの影響は小さく、水道水の満足度を規定するのは、水道側の要因がほとんどであ

ることが確認された。

謝辞本研究の実施にあたり、インターネットアンケート裾査のデータを提供いただいた大阪市水道馬の関

係各位に語憶を表します。
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